
 

 

 

 

 

 

 

 

水質検査計画の内容 

   １ 基本方針 

   ２ 水道事業の概要 

   ３ 原水及び浄水の水質状況 

   ４ 採水地点、検査項目、検査頻度 

   ５ 水質検査方法 

   ６ 臨時の水質検査 

   ７ 水質検査計画及び検査結果の公表 

   ８ 関係機関との連携 

 

 

 

 

  
 

 

 



- 1 - 

 

１ 基本方針 

 

 東部地域広域水道企業団では、水質検査の適正化や透明性を確保することを目的とし

て、原水及び浄水の水質状況を踏まえて水質検査計画を毎年策定しています。供給する

水道水が水質基準に適合し、かつ安全であることを確認するために、次のとおり水質検

査を計画しております。 

 

⑴ 水質検査は、各配水系統で代表する給水栓（蛇口）で行う浄水検査のほか、各水

源の原水についても行います。 

 

⑵ 水質検査は、水道法で検査することが義務づけられている項目及び水質管理上必

要と判断した項目について行います。 

 

⑶ 水質検査頻度は、水道法で定められているもののなか、水源の状況、過去の検査

結果等を考慮して定めます。 

 

２ 水道事業の概要 

 水道事業の概要および浄水施設の概要は次のとおりです。 

 

⑴ 給水状況 

水 道 名  東部地域広域水道企業団 

給水人口  ３１，７３２  人  

給水世帯数  １５，１５３ 世帯  

1 日最大給水量  １６，０４７    m3  

総給水量 ５，０２４ 千 m3  

                    令和７年３月３１日現在 

 

⑵ 浄水施設の概要 

 

３ 原水及び浄水の水質状況 

原水及び浄水の水質状況は、次のとおりです。 

 

施設名称 

1 日最大 

処理水量 取水地点 水源種別 浄水処理方法 

（m3/日） 

 田野倉浄水場 8,500  都留市井倉地内 伏流水 急速ろ過 

 百蔵浄水場 18,000  大月市七保町下和田地内 表流水 急速ろ過 

 上野原浄水場 9,300  上野原市棡原地内 表流水 急速ろ過 

 鶴島浄水場 ７２０  上野原市鶴島地内 伏流水 膜ろ過 
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⑴ 原水の状況 

原水には表流水と伏流水・浅井戸があります。状況はつぎのとおりです。 

 

①  表流水 

   河川水を取水することになる表流水は、

天候による影響が大きいことや、植物プ

ランクトンによる異臭味に注意する必要

があります。 

 

②  伏流水、浅井戸水 

これらの水源は、表流水ほど天候や植

物プランクトンの影響は受けませんが、

地下水汚染物質である有機化合物に汚染

されるとその汚染がなくなるまで相当の

時間が必要になります。したがって、水源及びその周辺の汚染状況の把握や水源が汚

染されないよう注意が必要です。 

 

⑵ 浄水の水質状況 

百蔵浄水場系では、原水が表流水のた

め高濁度時など水質状況を踏まえて適切

な浄水処理を行います。 

 他の浄水場系は、長年稼動されている

施設であり過去の検査結果からも水質基

準を満たしており安全で良質な水を供給

していますが、ミネラル成分である硬度

や溶存物質量である蒸発残留物が若干高

くなっているところがあります。 

 

 

４ 採水地点、検査項目、検査頻度 

 採水地点、検査項目、検査頻度は次のとおりです。 

 

⑴  採水地点 

① 九鬼水源系 伏流水 原水：１箇所 浄水：２箇所 

② 深城水源系 表流水 原水：１箇所 浄水：２箇所 

③ 鶴川水源系 表流水 原水：１箇所 浄水：２箇所 

④  鶴島水源系 伏流水 原水：休止中 浄水：休止中 

 

 

 

葛野川取水・導水場 

百蔵浄水場 
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⑵ 検査項目、検査頻度 

  水質基準項目については、法令で定めら

れたすべての項目について検査を行います。

検査項目ごとに次のとおり検査頻度が決め

られています。 

  また、水質基準項目にはならなかったも

のの、水質管理上留意すべき項目を水質管

理目標設定項目及び浄水処理関連項目とし

て、検査しております。深城ダム放流水を

葛野川より取水している百蔵浄水場、田野

倉浄水場、上野原浄水場の水源が「山梨県

水道水質管理計画」の監視地点に位置づけられていることから採水箇所に指定してお

ります。 

 

① 浄水検査項目（表－２） 

ｱ） 毎日検査項目        色、濁り、消毒の残留効果 

     毎日検査しなければならない項目 

ｲ） 毎月検査項目          ９項目 

     一ヶ月に１回検査しなければならない項目 

ｳ） 浄水全項目検査        ５２項目 

 

② 原水検査項目（表－２）    ４０項目 

 

③ 水質管理目標設定項目（表－３） 

   水質管理目標設定項目のうち水質基準項目と重複する項目や使用実績が無い項

目は削除し、必要と判断した項目について百蔵浄水場、田野倉浄水場、上野原浄水

場で実施します。農薬類については山梨県が実施した検査結果を利用します。 

 

④ 浄水処理等関連項目（表－４） 

   浄水処理を行う上で必要と判断した項目について百蔵浄水場系と上野原浄水場

系で検査を実施します。 

 

⑤ 浄水カビ臭（表－２）      ２項目 

   水源が表流水・伏流水の場合は、浄水場出口にて毎月検査を実施します。 

 

⑥ 原水クリプトスポリジウム（表－２） 

   原水が浅井戸・表流水等でクリプトスポリジウム等の対塩素性病原生物対策が必

要な箇所については、年４回の原虫検査と年１２回の指標菌検査を実施します。そ

れ以外は、年２回の原虫検査と年４回の指標菌検査とします。 

 

田野倉浄水場 



- 4 - 

 

 ⑦ 水源水質検査（表－５） 

   表流水・伏流水より取水している田野倉浄水場・百蔵浄水場・上野原浄水場につ

いて、浄水工程を管理するため自主的に追加項目を設定して水質検査を実施にてい

ます。 

 

  ⑧ おいしい水検査（表－６） 

   昭和６０年に当時の厚生省（現・厚生労働省）は「おいしい水研究会」を発足さ

せ、日本の水道水のおいしさの現状とその背景などについて調査を行うとともに、

おいしい水の水質要件などの検討を行い、７項目を定義しました。その項目につい

て水質検査を実施します。 

 

  ⑨ 自主検査（表―７） 

飲料水としての性質を検査するため自主的に追加項目を設定して水質検査を実

施します。 

 

  ⑩ 放射性物質測定調査（表－８） 

   放射性物質が混入しやすい表流水・伏流水を水源とする箇所について、定期的に

水質検査を実施します。 

 

５ 水質検査方法 

 水質検査は、高度な設備と検査技術が必要であるため、厚生労働大臣の登録を受けた

検査機関に委託し実施します。 

水質基準項目及び水質管理目標設定項目等の検査は、国が定めた検査方法「水質基準

に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」によって行います。 

 

６ 臨時の水質検査 

 臨時の水質検査については、次のとおりです。 

 

⑴ 臨時の水質検査は、次の場合に行います。 

① 水源の水質が著しく悪化したとき 

② 水源に異常があったとき 

③ 水源付近、給水区域及びその周辺において消化器系感染症が流行しているとき 

④ 浄水過程に異常があったとき 

⑤ 配水管の大規模な工事、その他水道施設が著しく汚染された恐れのあるとき 

⑥ その他必要と認められると判断したとき 

 

⑵ 臨時の水質検査を行う項目 

  一般細菌、大腸菌、塩化物イオン、有機物（全有機炭素（TOC）の量）、pH 値、色 

度、濁度、味、臭気のほか、状況に応じて項目を決定します。 
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７ 水質検査計画及び検査結果の公表 

 水質検査計画及び検査結果の公表については、次のとおりです。 

 

⑴ 公表 

  安心して水道をお使いいただけるよう、水質検査計画と検査結果を公表します。水

質検査計画・結果は、企業団のホームページに掲載するほか企業団窓口でもご覧いた

だけます。 

 

⑵ 水質検査計画の見直し等 

 水質検査結果の評価や皆様のご意見は、次年度の水質検査計画に反映させていきます。 

 

８ 関係機関との連携 

 水質汚濁事故や水系感染症などがあったときは、国、県、構成団体及び近隣水道事業

体などの関係機関との連絡網を活用し速やかな情報交換をするとともに連携した迅速

な対策を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  



表-２　水質検査項目及び検査頻度表

鶴島水源

浄水場出口 猿橋 浄水場出口 牧野 浄水場出口 山風呂 鶴島

1 一般細菌 100個/mℓ以下 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ---

2 大腸菌 検出されないこと ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ---

3 カドミウム及びその化合物 0.003mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

4 水銀及びその化合物 0.0005mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

5 セレン及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

6 鉛及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

7 ヒ素及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

8 六価クロム化合物 0.02mg/ℓ以下 ● ○ ● ◎ ● ○ ● ---

9 亜硝酸態窒素 0.04mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● --- ---

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/ℓ以下 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ --- ---

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

12 フッ素及びその化合物 0.8mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

13 ホウ素及びその化合物 1.0mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

14 四塩化炭素 0.002mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

15 1,4-ジオキサン 0.05mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

16
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝｽ
-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

0.04mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

17 ジクロロメタン 0.02mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

18 テトラクロロエチレン 0.01mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

19 トリクロロエチレン 0.01mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

20 PFOS及びPFOA 0.00005mg/ℓ以下 ● ● ○ ● ○ ● ○ ---

21 ベンゼン 0.01mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

22 塩素酸 0.6mg/ℓ以下 -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ---

23 クロロ酢酸 0.02mg/ℓ以下 -- ○ ○ △ ○ ○ ○ ---

24 クロロホルム 0.06mg/ℓ以下 -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ---

25 ジクロロ酢酸 0.03mg/ℓ以下 -- ○ ○ △ ○ ○ ○ ---

26 ジブロモクロロメタン 0.1mg/ℓ以下 -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ---

27 臭素酸 0.01mg/ℓ以下 -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ---

28 総トリハロメタン 0.1mg/ℓ以下 -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ---

29 トリクロロ酢酸 0.03mg/l以下 -- ○ ○ △ ○ ○ ○ ---

30 ブロモジクロロメタン 0.03mg/ℓ以下 -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ---

31 ブロモホルム 0.09mg/ℓ以下 -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ---

32 ホルムアルデヒド 0.08mg/ℓ以下 -- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ---

33 亜鉛及びその化合物 1.0mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

34 アルミニウム及びその化合物 0.2mg/ℓ以下 ● ◎ ● ◎ ● ◎ 〇 ---

35 鉄及びその化合物 0.3mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

36 銅及びその化合物 1.0mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

37 ナトリウム及びその化合物 200mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

38 マンガン及びその化合物 0.05mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

39 塩化物イオン 200mg/ℓ以下 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ --- ---

40 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300mg/ℓ以下 ● ○ 〇 ○ ● ○ ● ---

41 蒸発残留物 500mg/ℓ以下 ● ○ 〇 ○ ● ○ ● ---

42 陰イオン界面活性剤 0.2mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

43 ジェオスミン 0.00001mg/ℓ以下 ● ◎ ● ◎ ● ○ ● ---

44 2-メチルイソボルネオ−ル 0.00001mg/ℓ以下 ● ◎ ● ◎ ● ○ ● ---

45 非イオン界面活性剤 0.02mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

46 フェノ−ル類 0.005mg/ℓ以下 ● ○ ● ○ ● ○ ● ---

47 有機物（全有機炭素TOC量） 3mg/ℓ以下 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ---

48 pH値 5.8〜8.6 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ---

49 味 異常でない ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ---

50 臭気 異常でない ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ---

51 色度 5度以下 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ---

52 濁度 2度以下 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ---

---

---

（注）　網掛けは、過去の検査結果などが一定の条件を満たす場合、給水栓（蛇口）での検査頻度を減らすことができる項目です。

　　　　（給水栓（蛇口）での検査頻度を減らすことができる項目については、検査頻度を定めた理由を明記しました。）

（注）　検査頻度を定めた理由における「過去」とは、過去３年間をいいます。

（注）　検査頻度は次のとおりです。

　　　　◎印は、毎月検査を行います。○印は、３ヶ月に１回検査を行います。
　　　　●印は、年に1回検査を行います。△印は、4月、5月、6月、7月、8月、9月、11月、2月の各月1回検査を行います。

---

年2回

過去の検査結
果による

●

---

検査頻度を
決めた理由

---

過去の検査結
果による

過去の検査結
果による

過去の検査結
果による

●

---

●

深城水源系九鬼水源

●

○

三二山水源

別表のとおり

----- ●

水質管理目標設定項目
浄水処理関連項目

●

○

年2回

●

水質基準項目

クリプトスポリジウム指標菌2項目
定量検査（大腸菌、嫌気性芽胞菌）

クリプトスポリジウム原虫検査

汚染判断参考基準値
（検出されないこと）

○

年2回

番
号

基準値
（給水栓におけ

る）

原水水質
検査項目

原水40項目検査



項目 目標値 田野倉配水系 百蔵配水系 上野原高区配水系 鶴島系 検査水種別

アンチモン及びその化合物 0.02mg/L以下 ● ● ● ●

ウラン及びその化合物 0.002mg/L以下 ● ● ● ●

ニッケル及びその化合物 0.02mg/L以下 ● ● ● ●

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/L以下 ● ● ● ●

トルエン 0.2mg/L以下 ● ● ● ●

フタル酸ジ（2-エチルへキシル） 0.1mg/L以下 ● ● ● ●

亜塩素酸 0.6mg/L以下 ● ● ● ------ 浄水を検査

二酸化塩素 0.6mg/L以下

ジクロロアセトニトリル 0.04mg/L以下 ● ● ● ------

抱水クロラ−ル 0.03mg/L以下 ● ● ● ------

農薬類 検出値と目標値の比の和として1以下

残留塩素 1mg/L以下

硬度 10mg/L以上100mg/L以下

マンガン及びその化合物 0.01mg/L以下

遊離炭酸 20mg/L以下 ● ● ● ●

1,1,1-トリクロロエタン 0.3mg/L以下 ● ● ● ●

メチル-ｔ-ブチルエ−テル 0.02mg/L以下 ● ● ● ●

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 3mg/L以下 ● ● ● ●

臭気強度（TON） 3以下 ● ● ● ●

蒸発残留物 30mg/L以上200mg/L以下

濁度 1度以下

pH値 7.5程度

腐食性（ランゲリア指数）
-1程度以上とし極力0に近

づける ● ● ● ● 原水を検査

従属栄養細菌
1mLの検水で形成される

集落数が2000以下
● ● ● ------

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1mg/L以下 ● ● ● ●

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びその化合物 0.1mg/L以下 ● ● ● ● 原・浄水を検査

項目 目標値 田野倉配水系 百蔵配水系 上野原高区配水系 検査水種別

アンモニア態窒素 ---------- ------ ● ------

生物化学的酸素要求量（BOD） ---------- ------ ● ------

化学的酸素要求量（COD） ---------- ------ ● ------

紫外線UV吸光度 ---------- ------ ● ●

浮遊物質量（SS） ---------- ------ ● ------

侵食性遊離炭酸 ---------- ------ ● ●

全窒素 ---------- ------ ● ------

全りん ---------- ------ ● ------

トリハロメタン生成能 ---------- ------ ● ●

生物 ---------- ------ ● ------

浄水を検査

水質基準項目検査として実施

表－４　浄水処理等関連項目表

------

原水を検査

浄水を検査

原水を検査

水質基準項目検査として実施

原水を検査

水質基準項目検査として実施

表-３　水質管理目標設定項目表

水質基準項目検査として実施

水質基準項目検査として実施

県にて実施

毎日検査として実施



項目 細目
田野倉浄水場

着水井
田野倉浄水場
補助原水

葛野川取水場
取水口

葛野川取水口
上流（用水路）

上野原浄水場
着水井

水素イオン濃度（ｐH) 3回 3回 3回 3回 3回

生物化学的酸素要求量（BOD） 3回 3回 3回 3回 3回

化学的酸素要求量（COD） 3回 3回 3回 3回 3回

浮遊物質量（SS） 3回 3回 3回 3回 3回

溶存酸素量（DO） 3回 3回 3回 3回 3回

大腸菌数 3回 3回 3回 3回 3回

色度 3回 3回 3回 3回 3回

濁度 3回 3回 3回 3回 3回

アンモニア性窒素 3回 3回 3回 3回 3回

総アルカリ度 3回 3回 3回 3回 3回

大腸菌（定量） 3回 3回 3回 3回 3回

嫌気性芽胞菌（定量） 3回 3回 3回 3回 3回

ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ原虫（ｼﾞｱﾙｼﾞｱ含） 3回 3回 3回 3回 3回

ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ生成能5項目 ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 3回 3回 3回 3回 3回

ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ

ﾌﾞﾛﾓｼﾞﾛﾛﾒﾀﾝ

ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ

総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ

ﾊﾛ酢酸生成能3項目 ｼﾞｸﾛﾛ酢酸 3回 3回 3回 3回 3回

ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸

ｸﾛﾛ酢酸

検査時期は、通常期・渇水期に行う。

項目 参考値 田野倉配水系 百蔵配水系 上野原高区配水系 検査水種別

蒸発残留物 30-200mg/L 3回 3回 3回

硬度 10-100mg/L 3回 3回 3回

遊離炭酸 3-30mg/L 3回 3回 3回

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量 3mg/L 3回 3回 3回

臭気強度 3以下 3回 3回 3回

残留塩素 1.0mg/L以下 3回 3回 3回

水温 20℃以下 3回 3回 3回

項目 参考値 田野倉浄水場 百蔵浄水場 上野原浄水場 検査水種別

PFOS及びPFOA 0.00005mg/L以下 1回 1回 1回 原水を検査

PFOS及びPFOA 0.00005mg/L以下 1回 1回 1回 浄水を検査

法定検査のPFOS及びPFOAは、末端給水栓にて行う。表２に記載あり。

項目 基準値 田野倉配水系 百蔵配水系 上野原高区配水系 検査水種別

Cs-134 10Bq/㎏ 1回 1回 1回

Cs-137 10Bq/㎏ 1回 1回 1回

※　年1回（冬）実施

表-８　放射性物質測定検査項目表

浄水を検査

表-６　おいしい水検査項目表

表－５　水源水質検査項目表

浄水を検査

表-７　自主検査項目表


